
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

請求カードを利用した運用の流れ例 
 

特徴 
・診療材料、試薬など、院内に流通する物品の情報を一括して管理し、在庫の適正化、 
効率的な流通をはじめ、経営支援につながる院内物品の総合管理を行います。 
・発注・仕入・消費などの物品管理の一連の作業が、簡単かつスピーディーに行え 
作業の軽減・効率的な管理を実現します。 
・スタックリーダによる請求情報の一括読み取りが行えます。 
・消費部門毎に定数管理（カード）を利用した請求や出庫管理が行え、病院全体の品目数や 
購入費用を削減する事が出来ます。 

 

部署毎に定数配置を採用し 

仕入 

使用済品目のカード返却 
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